
地方独立行政法人静岡県立病院機構 第３期中期目標の策定に係る考え方及び骨子（案） 

１ 中期目標とは 

(1) 法律上の位置付け 

  ・定義 （地独法第２５条第１項） 「地方独立行政法人が達成すべき業務運営に関する目標」 

   ・法定記載事項（同条第２項） 

      第１ 中期目標の期間(３年以上５年以下で知事が定める期間)   第２ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項      

    第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項     第４ 財務内容の改善に関する事項     第５ その他業務運営に関する重要事項   ＋  

 (2)本県における位置付け 

・ 「地方独立行政法人の特徴である自律性、機動性、柔軟性を最大限発揮させるとの観点から、目標期間中において達成すべき業務運営に関する知事の方針書」 

・ 知事の方針書として、法人だけでなく、広く県民に伝えるとの観点から、分かりやすく、簡潔な構成及び表現とする(第１期、第２期と同様の考え方) 

２ 策定の考え方 
 
 

                                                      

【基本的役割】                           

                         

 

【医療面の取組】                                                                                                                                        

                                                          

                                                                              

                                                                          
                                       
                                       

【業務運営面】 

  

 

                                
                                                                                  
                                       

                                      

 

・ 高度・専門・特殊医療や救急・急性期医療等の分野における第一級の病院 

・ 地域医療を確保するための支援の中心的機能を果たす 

第２期中期目標の概要（H26～H30） 第３期中期目標（案）のポイント（H31～35） 

①3大疾患や精神疾患、救急医療、周産期医療、小児医療における高度・専門医

療等の提供 

②医療技術者の研修     ③調査・研究 

④地域医療への支援      ⑤災害時の医療救護 

①効率的な業務運営     ②中期目標期間累計で経常収支比率 100％以上  

③法令等の遵守       ④情報発信        など 

◎ 高度・専門医療等のさらなる充実・強化 
 

総合病院 ・高度救命救急センターの運用による、高度救急医療の充実 
・先端医学棟を活用した高度・専門医療の充実 

こころの 
医療センター

・多様な精神疾患に対応できる医療提供体制の整備 
・早期入院・早期社会復帰を支援する医療提供体制の整備 

こども病院 ・高度小児外科治療体制の更なる充実 
・小児救急医療の最後の砦としての医療体制の充実・強化 

◎ 医療従事者の確保・育成 
・研修・研究機能の強化を通じた医師、看護師等の育成・確保、医師の定着支援 

◎ 医療に関する調査・研究の強化 
・リサーチサポートセンターを活用した臨床研究、疫学研究及び社会健康医学に関する研究 

                                                                                  
・地域医療構想における医療機能の分化・連携 

・新公立病院改革プランの策定、公立病院改革の推進に関する調査報告書 

・総合病院の高度救命救急センターの指定 

・総合病院の先端医学棟（リサーチサポートセンター含む）開棟 
・こころの医療センターの多様な精神疾患に対する連携拠点病院 
・こども病院の小児がん拠点病院としての機能強化 
・医療水準の維持・向上や地域医療の確保のため、医師をはじめとした医療従事者の育

成や確保、公的病院への医師派遣、県内への医師の定着支援 
・広域的な医療連携の推進、中長期を見据えた病院運営の健全化、医療施設や設備の計

画的な整備 

第２期からの事情の変化・課題等 

 
・地域医療構想を踏まえた医療機能分化の推進 ・地域包括ケアシステムの構築 

・新公立病院改革プランによる経営改善の取組強化 

○患者満足度の向上 

○中長期的な財政運営の健全化、医療施設等の計画的な設備投資 

今後、新たな役割や拡大の可能性がある事項 

・地独法改正にあわせ、具体的な目標（取り組むべき内容）を設定 

前 文 

法定記載事項ではないが、確認した

全ての地方独立行政法人で記載 

【基本的役割】、【医療面の取組】、【業務運営面】については、第２期の内容を継続しつつ、

第３期では、以下について重点的に取り組む。 

・総論的な表現とし、新たな役割や拡大の可能性がある事項も読み込める表現とする 

→具体的な数値目標については、中期計画・年度計画等で定めるよう中期目標で指示 

・県の「次期総合計画」や国の「公立病院改革の推進に関する調査報告書」等を踏まえる 
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